




































れ て い る よ うに, 遼 遠 の創 作 態 度 に は
Shakespeareの影響が見られるものもある｡『牧
出来 成訓
の方』などその代表的なものと思われる｡問題は
｢ことば｣つまり ｢表現｣にShakespeareの直接
的な影響の見られぬことで,これには最初は少々
びっくりした｡だが､考えてみると当然のことと
も考えられる｡一読して他人の作品からの引用な
いし借用が明白に見てとれるようではすぐれた作
品とは言えないからである｡Shakespeare翻訳の
最大の目的はわが国演劇の向上発展のためであっ
ても､創作となると話は別で､｢ことば｣の借用
など考えられぬことであったろう｡創作と論文の
最も大きな相違がここにある｡筆者は森村商事株
式会社の社内誌 『もりむら』に雑文 ｢へそ曲り放
談｣を連載しているが､素人なりに新聞や雑誌か
ら借用した話題をそれと悟られぬ表現上の注意は
している｡まして文豪道蓮ともなれば細心の注意
を払っての創作であったろう｡それにしてもこれ
までは､研究者の眼がプロットにのみ向きすぎて
いたのではあるまいか｡
翻訳 ･翻案の分野に於いて､われわれは､たと
えば､柳田泉『明治初期の翻訳文学』､吉武好孝『明
治 ･大正の翻訳史』及び 『近代文学の中の西欧』
などのすぐれた研究を持っている｡『近代文学の
中の西欧』には造進の翻案作品も採り上げられて
いるが研究方法はやはりプロットの比較研究であ
る｡藤村や武鳥羽衣などの翻案詩だけは｢ことば｣
が扱われているが､詩であるから当然であろう｡
道蓬は 『翻案について』の中で ｢外国物を日本
化することは,自分の感想を具象するよりも､は
るかにむづかしい｣と述べている｡原作の内容と
表現の両面からの制約のきびしさを指していると
考えられる｡創作散文の場合は ｢ひとひねりした
形での｣表現上の影響があると考えられる｡困難
ではあるが､それだけに､価値ある研究対象と思
われる｡
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